
第３学年 社会科学習指導案 

 
日 時  平成３０年１１月６日 ５校時 

学 級  一関市立東山中学校 ３年Ｂ組 

（男子１６名 女子１７名 計３３名） 

場 所  ３年Ｂ組教室 

授業者  教 諭  小 坂 晃 美 

 

１ 単元名 「第３章私たちの暮らしと民主政治 第２節司法権の独立と裁判」 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

本単元は，新学習指導要領に示された「C私たちと政治」の「（２）民主政治と政治参加」

を扱う。本単元では，「ア(ウ)  国民の権利を守り，社会の秩序を維持するために，法に基

づく公正な裁判の保障があることについて理解」できるようにすることが大切である。法に

基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ，社会の秩序が維持されていること，そのた

め，司法権の独立と法による裁判が憲法によって保障されていること等を，裁判官，検察

官，弁護士など具体的な働きを通して理解するために模擬裁判は適した教材であり，裁判員

制度について触れることによって，主権者である国民の司法参加の意義を考察することがで

きる教材である。  

 

（２）生徒について 

全校生徒対象のアンケート調査 社会の「話合い」に係る結果（平成３０年６月２８日実施） 

    質問 

 

 

学年 

6 「授業中，ペアやグループで話し合うこ

とが好きだ・どちらかといえば好きだ」と

するプラス傾向の回答 

10 「授業中，話し合う活動があると学習へ

の意欲が高まる・どちらかといえば高ま

る」とするプラス傾向の回答 

１年生 ８２．９％ ８７．９％ 

２年生 ６８．１％ ４８．５％ 

３年生 ４５．４％ ４４．２％ 

 

全校生徒対象のアンケートからは，学年が進むにつれ，話し合う活動に肯定的な意識をも

つ生徒が少ないことが分かる。また，社会科の授業もわからないと答える生徒の割合が他教

科より多かった。さらに，授業での安心感を問う設問に対しては否定的な回答も目立ったこ

とから，社会科の授業では，自分の意見が言いにくいと感じている生徒が他教科より多いこ

とが分かる。 

 

３年Ｂ組対象の社会科の授業についてのアンケート（平成３０年７月４日実施） 
       質問 話し合う活動を通して，自分の考えを深め

たり，広げたりすることができている。 

学んだことを次の学習や普段の生活，より

よい社会の実現などに活用できないか考えて

いる。 

肯定的な回答 ７７％ ７１％ 

 

学級での社会科の授業についてのアンケートと併せて考えると，話合いの有効性は感じて

いても，話合いに肯定的な意識をもっていないこと，学んだことを日常生活や社会参画につ

なげていこうという意欲はあっても，自分の考えを他者に伝える時に話の組み立てを考えた

り，学習課題の解決の見通しをもって取り組んだりすることが苦手だと感じている生徒が多

いことが分かる。平成２９年度岩手県学習定着度状況調査では，身につけた知識や技能，資

料から読み取ったことを活用して思考し，判断し，その過程や結論を適切に表現することが

できるかを見取る問題で県の値を大きく下回った。 



（３）指導について 

自分の思いや考えを表現するために，知識や技能を身につけることはもちろん，資料から

読み取ったことを活用して社会的事象や問題の背景を考え，自分なりの考えをもつことがで

きるようにしたい。また，社会への参加・参画について考える力を育成できるようにした

い。これまで，資料等から読み取ったことをもとにして生徒自身にまとめさせたいと思って

いても，社会科の教科書の本文には，生徒に考え導き出してほしいことが既に書かれてある

ことが多く，教科書の本文から抜き出す作業に陥っていた。 

授業では，社会科への関心を高めるために，具体的な事例を用いて授業を構想し，社会的

事象が身近になるようにする。さらに，ペアやグループを活用して，司法に関する自分の意

見を表明する機会を多様に設けていきたい。話し合われたことを記録として残し，単元の学

習のなかで生かして社会的事象の制度的な意義をまとめることができるようにする。他者の

意見から学ぶことで，自分の考えが広がったり深まったりする，学び合う学習活動を工夫し

たい。そして，振り返りの時間を確実に設け，その問を工夫することで，生徒自身が自分の

学びを見つめ直すことができるようにし，学び続ける姿勢を育みたい。 

 

３ 単元の指導目標と評価規準 

（１）単元の目標 

ア 司法や裁判員制度についての関心を高める。         （関心・意欲・態度） 

イ 法に基づく公正な裁判の保障があることについて，多面的・多角的に考察する。 

（思考・判断・表現） 

ウ 司法権の独立と法に基づく公正な裁判について，資料を適切に選択し，活用する。 

（技能） 

エ 法に基づく公正な裁判によって国民の権利が守られ，社会の秩序が維持されていること

を理解する。                           （知識・理解）  

 

（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表見 技能 知識・理解 

法に基づく公正な裁判

によって国民の権利が守

られ，社会の秩序が維持

されていることに関心を

もち，司法権の独立と法

による裁判が憲法で保障

されていることについ

て，理解を深めようとし

ている。 

国民の権利を守り，社

会の秩序を維持するため

に，法に基づく公正な裁

判の保障があることにつ

いて，多面的・多角的に

考察し，表現している。 

模擬裁判の体験活動な

どを通して，国民の司法

参加に期待されているこ

とや課題を見出し，「対

立と合意」，「効率と公

正」などの視点から多面

的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表

現している。 

憲法で保障された，司

法権の独立と法に基づく

公正な裁判についての資

料を収集し，学習に役立

つ情報を適切に選択して

活用できる。また，国民

の司法参加に関わる課題

を追究し考察した過程や

結果を図表化したり，報

告書にまとめたりしなが

ら，発表や討論を行うこ

とができる。 

法に基づく公正な裁判

によって国民の権利が守

られ，社会の秩序が維持

されていることを理解

し，その知識を身につけ

ている。また，国会・内

閣・裁判所のそれぞれの

地位やはたらき，相互の

関係性を理解し，民主政

治が実現していくため

に，三つの権利が均衡を

保ちながらはたしている

役割を理解し，知識とし

て身につけている。 

  



４ 単元の指導計画（全７時間） 

時 主な学習活動 指導上の留意点 ◇評価規準◆方法 

１ 

民事裁判と行政裁判に関す

る情報を教科書や資料集から

収集し，まとめる。 

裁判のはたらきと，裁判所

の種類を理解する。 

 

具体的な事例を通して，裁

判のはたらきと，裁判所の種

類について理解できるように

する。 

◇教科書や資料集から，民事

裁判や行政裁判に関する情報

を収集し，その内容をワーク

シートにまとめている。 

◆裁判のはたらきと裁判の種

類，民事裁判と行政裁判のし

くみや特徴についてワークシ

ートにまとめさせる。 

２ 

刑事裁判に関する情報を教

科書や資料集などから収集

し，まとめる。 

裁判に関わる人々の役割や

意義について考え，表現す

る。 

 

民事裁判との比較を通し

て，刑事裁判のしくみや特徴

が理解できるようにする。 

裁判に関わる人々の役割に

ついて理解させる。 

 

◇教科書や資料集から，刑事

裁判に関する情報を収集し，

その内容をワークシートにま

とめている。裁判に関わる

人々の仕事や役割に関する情

報を集め，その特徴を読み取

っている。 

◆刑事裁判のしくみや特徴に

ついてワークシートにまとめ

させる。 

３ 

人権を守るためのしくみに

ついて理解し，慎重な裁判を

確保することの意義について

考え，表現する。 

司法制度改革の課題を理解

する。 

私たちにとって公正な裁判

とはどのような裁判かを再審

裁判に関する資料や司法制度

改革の内容をもとにして多面

的・多角的に考えることがで

きるようにする。 

具体的な事例を通して，三

審制の意義や，被疑者・被告

人の権利を守る意味，司法制

度改革の目的について理解で

きるようにする。 

◇過去の再審裁判に関する情

報をもとにして被疑者，被告

人，被害者，それぞれの家族

など多様な立場から考え話し

合っている。 

◆三審制の意義，対立をどの

ように解決しようとしている

のかについて，被疑者・被告

人の権利，被害者など多様な

立場からワークシートにまと

めさせる。 



４ 

裁判員制度のしくみを理解

し模擬裁判で評決を提案す

る。 

模擬裁判を通して，実際の

裁判の流れや，裁判員裁判に

関わる人々の役割を理解でき

るようにする。 

模擬裁判を通して，検察

官，被告人，弁護人，証人が

述べたことや証拠をもとにし

て，評決を下し，その理由を

表現できるようにする。 

◇裁判員制度に対して，興

味・関心をもち，判決の話合

い活動に意欲的に参加してい

る。 

◆裁判に関わる人々の役割，

判決に必要な情報や評決の理

由をワークシートにまとめさ

せる。 

５ 

模擬裁判での評決をグルー

プで話し合う。 

グループでの話合いを通し

て，一人ひとりの意見を聞き

合うことによって，自分の意

見と他者の意見とを比較し，

類似点や相違点をみつけ，改

めて評決を下し，その理由を

表現できるようにする。 

◇裁判員制度に対して，興

味・関心をもち，判決の話合

い活動に意欲的に参加してい

る。事例をもとに他者と意見

交換を行うことにより，事象

を多面的・多角的に考察し自

分の判断を表現することがで

きる。 

◆判決に必要な情報や，どの

ような理由から評決を下した

のか他者の意見も含めてワー

クシートにまとめさせる。 

６ 

本

時 

裁判員制度が導入された意

義について理解する。 

 

見方・考え方に触れて話合

いができるように問を工夫

し，裁判員制度が導入された

意義についてまとめることが

できるようにする。 

◇模擬裁判の体験や話合いに

より学んだことを通して，多

角的・多面的に考察し，裁判

員制度が導入された意義をま

とめることができる。裁判員

制度が果たす役割やこれから

のありかたをまとめている。 

◆裁判員制度が導入された意

義についてワークシートにま

とめさせる。 

７ 

三権分立のしくみに基づく

司法権の独立の意義を理解す

る。三権の相互の抑制につい

て考え，三権分立のしくみが

権力の乱用を防ぎ，国民の自

由を保障しようとしているこ

とを説明する。 

国民の人権が保障されてい

る背景を考えることを通し

て，三権の分立や司法権の独

立がある理由を理解できるよ

うにする。 

違憲立法審査権の意義につ

いて，理解させる。 

◇三権の相互の抑制について

考え，三権分立の仕組みが国

民の自由を保障しようとして

いることに気づく。 

◆三権分立の関係図をもとに

して，三権相互の関係や国民

との関係を図に表現させる。 

  



５ 本時の構想 

（１）本時の目標 

裁判員制度の意義について，事例をもとに他者と意見交換を行うことにより，多面的・多

角的に考察し表現できる。 

 

（２）本時の評価規準 

観点 Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる 支援を要する生徒への手立て 

思考 

判断 

表現 

模擬裁判の体験や話合い

により学んだことを通し

て，多角的・多面的に考察

し，裁判員制度が導入され

た意義をまとめることがで

きる。 

 グループでの話合いをも

とに判断し，裁判員制度が

導入された意義を自分のこ

とばでまとめることができ

る。 

グループでの話合いの記

録を再確認するようはたら

きかける。 

 

（３）本時の指導構想    

前時の模擬評議においては，具体的な事例を検討することによって，資料から読み取った

ことを活用し考えをまとめる。評決を下すことで自分の立場が明らかにして根拠をもちペア

やグループで話し合うことができるようにする。この話合いの流れと同じように本時も話合

いを進めていく。本時は，前時の振り返りをもとにして，刑事裁判に国民が参加する意義に

ついて考えさせる場面で話合いを設定する。 

導入では，世論調査と生徒の意識調査を利用して，裁判員制度に対する不安，裁判に参加

する前と後での意識の変化に注目して課題を設定する。展開では，国民が裁判に参加する意

義について話し合う。他者に自分の考えを伝える際には，グループのメンバーから，普段の

学級活動で活用しているオープンクエスチョン（資料）を使い，それに答えることで内容を

深めながら伝えることができるようにしたい。一人一人の考えを４人グループで共有し，さ

らにグループの話合いでは，大きなホワイトボードにその過程を残し，生徒同士の対話を支

援したい。そして，裁判員の一人として経験したことやこれまでの人権の学習で学んだこと

を生かし，裁判員制度に国民が参加する意義についてまとめることができるようにしたい。

さらに，振り返りでは，裁判員の候補者の辞退が増加している事実を示し，司法について学

んだことを活用する学習活動を設定し，国民が裁判に参加したくなるようなキャッチコピー

を考えさせ，司法の役割と国民主権を担う国民の役割とを関連づけて考えられるようにした

い。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）本時で用いる仮説の手立て 

ア 仮説（１）② 見方・考え方を働かせるような条件や状況の提示 

法に基づいた公正な裁判であるために，被告人の人権の保障という視点で見直すこと

で，「疑わしきは罰せず」などの考え方が出てくるようにしたい。 

イ 仮説（２）① 自分の意見に根拠をもたせる 

自分の考えをもったうえで，他者の意見を聞き，相違点や類似点について比較しなが

ら話合いを行い，個人で考える場面を再び設定し，裁判に関わる人から考えることで，

裁判員制度の意義を多面的・多角的に考察させたい。司法への国民の理解が深まるこ

と，裁判が迅速に行われること，国民の意見が反映されることなどを見出せるようにし

たい。話合いをもとにして，自分の考えをまとめ，自分の考えに根拠をもって適切に表

現できるようにしたい。 

  

資料 



（５）本時の展開（５／６時間）   

 

段 

階 
学習内容 学習活動 形態 

指導上の工夫および留意点 

◇本時のねらいの評価 

☆研究仮説の実践 

導
入(

5
分) 

１ 課題の設定 

 

１ 世論調査と学級の意識調査の結

果から，学習課題を設定する。 

  

一斉 学習心得の「聞く，話す」の中

で，この時間に自分が意識するこ

とを自己選択，自己決定して授業

に臨むことができるようにする。 

展
開
（
35
分
） 

２ 予想 

３ 課題解決 

２ 隣どうしで聞き合う。 

３ 一人一人の考えを聞き合う。 

裁判員として裁判を体験してみて

どうだったか。 

裁判員として，評議で大切にした

視点や考え方は何か。 

国民にとって，法曹にとって，国

民が裁判に参加することの良さとは

何か。 

主権者である国民が裁判に関わる

ことで，どのような社会を目指して

いるのか。 

 

ペア 

グループ 

 

話合いのための約束を確認させ

る。（ファシリテーター１０か

条，サイドワーカー５か条） 

グループの中でファシリテータ

ーを交代して担当させる。 

 

 

☆仮説（１）② 

被告人の人権の保障，「疑わ

しき罰せず」などの考え方で

評議を振り返る。 

☆仮説（２）① 

 話合いを通して，相違点や

類似点をまとめ，国民だけで

はなく法曹にとってもどのよ

うな良さがあるのかを考察す

る。 

４ 発表 ４ ホワイトボードに書かれている

ことをもとにして発表する。 

一斉  

終
末
（
15
分
） 

６ まとめ ６ 国民が裁判に参加する良さにつ

いてまとめる。 

 ペアで交流する。 

 隣の人がどんなことを書いていた

かを含めて発表する。 

個人 

 

ペア 

一斉 
 グループでの話合いの記録を再

確認するようはたらきかける。 

◇ グループでの話合いを

もとに判断し，裁判員制度

が導入された意義を自分の

ことばでまとめることがで

きる。 

７振り返り ７ 裁判員制度についてキャッチコ

ピーをつくる。 

 グループ内で発表する。 

個人 

グループ 

裁判員裁判のキャッチコピーを

考えることで，学んだことを活用

できるようにする。将来，主権者

として三権に関わっていく。裁判

において大切なことは何か，主権

者として学んでいきたいことは何

か等，考えが表現できるようにす

る。 

国民が裁判に参加する良さは何だろうか。 



（６）板書計画  

学習課題 

国民が裁判に参加する良さは何か。 

 
世論調査

（グラフ） 

意識調査

（グラフ） 

模擬裁判私たちの評決 考えが変わった人の理由 

1 回目 有罪  無罪 

2 回目 有罪  無罪 

評議において大切にした視点・考え方 

 

裁判に国民が参加する良さ 

学習のまとめ 

国民の裁判への理

解が深まり，国民

の考えを判決に反

映させることがで

きるから。 


